
会議の名称 桶川市立加納小学校 第１回学校運営協議会 

開催日時  令和６年４月２３日（月） 

（開会）９：３０   （閉会）１２：００ 

開催場所 桶川市立加納小学校 会議室 

出席者氏名（委員） 築根 英治 委員  佐藤 友一 委員  伏黒  勲 委員 

高栁多津子 委員  野澤 秋穂 委員  大川  泉  委員 

越後  亨 委員  池田  綾 委員  寶田 一聡 委員 

柿沼 康伸 委員  

校長 杉山 由美子 

欠席者氏名（委員） なし 

 

傍聴者 なし 

議題 （１）委員長及び副委員長、事務局担当の選出 

（２）学校運営の基本方針及び教育活動の概要説明 

（３）熟議（意見交換） 

（４）授業参観懇談 

 

協 

 

議 

 

等 

 

要 

 

旨 

協議結果 意見の概要 

（１） 委員長  築根 英治 委員 

副委員長 越後  亨 委員 

事務局  寶田 一聡  委員 

柿沼 康伸  委員 

・学校からの推薦を受けて承認。 

・事務局については、職員と各委員とで連携

しながら進める。 

（２） 承認 

・学校運営の基本方針について、重点とす

る課題についての共通理解が図れた。 

・承認する。 

・学校教育目標「自分をみがき ともに生き

る かのうっ子」に知（進んで学ぶ子）・徳

（思いやりのある子）・体（たくましい子）

を加えた。 

・目指す学校像の確認。 

・令和６年度に特に力を入れたいことについ

て確認をした。 

（３）熟議 

・いじめ重大事態に係るいじめ調査組織に 

ついて 

 

 

 

 

・学力向上に係る端末の自宅での活用に 

ついて（デジタルドリル） 

 

・学校のいじめ調査組織へ客観的な立場とし 

て学校運営協議会委員が入ることについて 

は理解した。 

・それぞれの立場を踏まえ、ケースバイケー 

スでお願いをする場合があると理解してい 

ただきたい。 

○端末の持ち帰りに際しては、今年度より３

年生以上の学年は基本的に持ち帰り、宿題

や家庭学習に使うこととする。荷物が重く



 

 

 

 

 

 

 

 

 

・不審者への対応について 

 

 

 

 

 

ならないよう児童の負担を考慮する。１、

２年生は日数を減じて持ち帰る。デジタル

ドリルについては、今年度は購入し、家庭

学習、宿題での活用を計画中である。 

・デジタルドリルがどのようなものか見てみ

たい。 

・子供たちの荷物が重くならないよう考えて

計画してほしい。 

〇不審者遭遇事案が相次いでいる。見回りの

強化、行政への要請等、対応策について今

後も熟議を重ねてまいりたい。 

・地区によっては通学路のルートが複数あ

り、防犯推進委員の他にも区長にも協力い

ただいて、対応した。 

・県道１２号線の信号が短く、子供たちが渡

るのが大変で、要望したら２秒長くなった。 

（４）授業参観の感想と懇談 ・始まって１カ月たっていないのに皆しっか

りしている。 

・１年生が歌を上手に歌えていた。 

・６年生はしっかりしている。成長を感じた。 

・子供はとてもかわいい。社会の宝。 

・子供会の活動を広げていきたい。保護者の

みなさんも積極的に参加してほしい。 

れていることも安心感がある。 

・児童が参加型の授業が行われていた。児童 

が楽しそうに学んでいた。 

・不登校の実態について示してほしい。 

配付資料 ・学校経営方針 

・グランドデザイン 

・文部科学省作成パンフレット「コミュニティスクール２０１８」 

・桶川市学校運営協議会規則 

・加納小学校いじめ防止基本方針 

・次第 


